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レファ協って？

… 知ってる？

イメージキャラクター

れはっち



レファレンス協同データベースとは？

https://crd.ndl.go.jp/reference/

図書館が日々行なっている
レファレンスの情報や情報の調べ方などを

まとめたデータベース



レファレンスとは？

レファレンスサービスとは…図書館利用者が調査・研究

等のために必要な情報を求めた時に、図書館員がそれに必

要な情報を提供するサービスのこと。

「◯◯について書かれている資料はありますか？」

「△ △ってこの本に書かれているけど、他にもそのように

書かれている資料はありますか？」

「□ □な情報ってどこを見れば、良いんですか？」

つまり…調べもの相談！
図書館は様々な分野・レベルの

調べもの相談に対応しています！



レファレンス協同データベース事業とは？

レファ協
データベース

国立国会図書館

大学図書館

公共図書館

専門図書館

学校図書館

アーカイブズ機関など

? !

全国の図書館の

レファレンス
情報を…

データベースに

集めて…
みんなで
使おう！



どんなデータが

あるの？



4種類のデータ

レファレンス事例

事業の参加館で行われた

レファレンスサービスの

記録（約120,000件）

調べ方マニュアル

特定のテーマやトピックに

関する情報源の探し方を説

明した情報（約4,200件）

特別コレクション

個人文庫など参加館が所

蔵する特別コレクション

に関する情報（約400件)

参加館プロファイル

参加館の連絡先やサービス

内容などについての情報

（819件）

? !

※数値は2019年10月末現在の一般公開件数

※事業参加館のみが閲覧できるステータスのデータもあり、総データ数は約23万件である



登録データの例

けいはんなの日時計のことが載っているギネ

スブックが見たい。（精華町立図書館）

大山や蒜山はなぜ「やま」ではなく「せん」

「ぜん」と読むのか？
（京都府立高等学校図書館協議会司書部会）

京都市に流れていた今出川の源流について知

りたい。（京都市図書館）



データの形式

図書館名

いつ？

質問

回答

36年くらい前に小学校の図書室
で読んだソビエトの児童文学に
ついて(略)（国立国会図書館）

調べ方プロセス



データの形式（つづき）

分類

参考資料

キーワード

京都方広寺の鐘に書かれてい
る文言のうち、「四海施化」
「万歳伝芳」「子孫殷昌」の
読み方が知りたい（国立国会
図書館）



レファ協のデータの利用について

基本的な考え方

・非営利利用

・各データの著作権は、データ提供館に帰属

APIの利用の場合

・クレジットの表示

（レファ協API利用の表示、データ提供館の明示）

・レファ協事務局へ利用状況ご連絡のお願い



レファ協のAPI

・API 1.0とAPI 2.0を提供

https://crd.ndl.go.jp/jp/help/crds/api.html#chap8

API 1.0 API 2.0

アクセスURL https://crd.ndl.go.jp/refapi/s

ervlet/refapi.RSearchAPI

https://crd.ndl.go.jp/api/refsearch

対象データ レファレンス事例のみ
（一般公開データのみ）

4種類のデータ全て
（一般公開データのみ）

検索 いわゆる詳細検索が可能 CQL形式でクエリを作成することで
様々な条件指定による検索が可能

取得可能データ数 上限値なし。 上限値なし。デフォルトは200件。

提供プロトコル REST REST

レスポンス形式 XML形式 XML形式または RSS形式

https://crd.ndl.go.jp/jp/help/crds/api.html#chap8


レファ協の

ここが面白いかも！



質問を分析する



切り出し方
を考える



「参考資料」
に注目する



UDCに挑戦！
レファ協データ



地域課題の解決とレファ協

レファ協も地域課題の解決に役立つツールの一つ

・事例集ではなく、データベース

・郷土情報の事例も多数

データの約1/4は郷土に関する事例

色々なデータと結びつけることで
広がる可能性に挑戦してみてください！



地域課題の解決とレファ協（つづき）

レファ協も地域課題の解決に役立つツール

→ 知ってもらい・使われることが重要！

e.g より見やすい・使いやすいUIで

レファ協を表示してみる

このUDCイベントで作成された
レファ協データを使った作品は

レファ協HPでご紹介する予定です

チ
ャ
レ
ン
ジ☆



ご清聴ありがとうございました！

お問い合わせ先（レファ協事務局）

info-crd@ndl.go.jp
(国立国会図書館関西館図書館協力課協力ネットワーク係)


